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演題 :被害者遺族となつて

～命の大切さ～
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八 幌 式
。「命の大切さを学ぶ教室」
犯罪被害者支援感想文
コンクール
・犯罪被害者等支援に
関する研究レポート
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第 1部
犯罪被害者等支援に関する研究 レポー

～高校生か らの提言～

。弘前南高等学校大鰐校舎
・木造高等学校
。大間高等学校
・八戸商業高等学校

第2部
基調講演

講師 :渡邊佳子氏 (犯罪被害者遺族)

演題 :被害者遺族となって ～命の大切さ～
プロフィール

平成 8年 8月 27日  当時高校 2年生の娘さん (長女)を、
同じく高校 2年生の少年により殺害される。更に発覚を恐れ

た少年と母親が共謀し、娘の遺体を山中に遺棄し、社会的に

話題となる。

現在、ふくしま被害者支援センター正会員、支援員として

活動 している他、福島県内で高校生 。大学生を対象とした

「命の教室」の講師として、講話活動を行っている。他に、少

年事件当事者の会「WILL」 会員、日本グリーフケア協会

グリーフケア・アドバイザーとして活躍している。

第 3
表 彰 式  ~‐■■■■■■||■■■‐.
。「命の大切さを学ぶ教室」犯罪被書毅支援感想文コンクール
・犯罪被害者等支援に関する研究レポニ・卜■■|


